ケンブリッジ大学―カレッジとユニバーシティ―

岡　秀夫

　本発表では、2001年9月から2002年8月までの1年間、客員研究員として滞在したCambridge大学Pembroke COLLEGEについて、研究された成果や大学制度の報告がなされた。

まず、カレッジとユニバーシティの制度の違いが説明された。ユニバーシティは研究教育を中心とした大学全体の業務を行う。カレッジはユニバーシティとは別の自治組織であり、教官と学生の生活の拠点でもある。教官はそれぞれ歴史を持つカレッジに属し、様々な分野の教官が個人指導をカレッジで行う。カレッジでは学部の入学業務を担当し、教官は教育研究だけでなく、入学者選抜の面接や大学行政の業務でも忙しい。

次に女子学生の受け入れについて歴史的な説明があった。女性がケンブリッジ大学に入学を許されたのは1947年であり、それまで女性は聴講はできても、学位の授与はなされなかった。実際に男女共学が許されたのは1970年代であったという。日本で一般的な呼称のProfessorはケンブリッジ大学では一握りの限られた教官の肩書きであり、社会的な地位を表している。教官の身分は、lecturerとして任期制から終身雇用制に移り、それから限られた教官がreaderとなる。さらに限られた教官のみProfessorになるので、日本の「教授」とは異なる意味合いを持つ。

このほか、カレッジでの生活、特にHigh Tableでの食事風景などが説明された。ディナーでのガウン着用や会話の重要性など具体的な例を示され、その場の雰囲気を伝えるものであった。学生生活としてはタームという3学期制やPembroke　COLLEGEの学生手引きを紹介し、学生のアルバイト禁止など学生の勉学の様子も生々しく説明された。また、客員研究員として認知されるにもカレッジに所属することが基本にあるなど、ケンブリッジ大学での留学や研究制度について有益な提言がなされた。
(報告　奥　聡一郎)
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